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３
い
つ
で
も
安
全
・
安
心

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

み
ん
な
で
災
害
に
強
く
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
。

方
針
・
事
業

・
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
家
庭
や
地
域
で
の
地
震
対
策
の
推
進
と
救
護
体
制
の

充
実

・
総
合
治
水
対
策
の
推
進

・
防
犯
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
と
警
察
署
の
建
設
促

進
・
消
防
機
能
の
広
域
連
携
の
推
進
と
新
消
防
庁
舎
の
建

設
促
進

４
ふ
る
さ
と
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

ふ
る
さ
と
の
景
観
や
環
境
を
大
切
に
し
、
み
ん
な
が

誇
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
。

方
針
・
事
業

・
浅
羽
海
岸
の
白
砂
青
松
の
再
生

・
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り

・
田
園
、
茶
園
、
里
山
の
緑
が
映
え
る
ま
ち
づ
く
り

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
た
エ
コ
ラ
イ
フ
の
推
進

５
に
ぎ
わ
い
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

多
く
の
人
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
、
交
流
す
る
ま
ち
を

つ
く
る
。

方
針
・
事
業

・
に
ぎ
わ
い
新
都
心
の
形
成
と
Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
舎
改
築
及

び
駅
南
周
辺
の
整
備

・
東
海
道
五
十
三
次
ど
ま
ん
中
の
ま
ち
づ
く
り

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
街
道
の
整
備

・
ふ
く
ろ
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

・
エ
コ
パ
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く

り

ま
ち
づ
く
り
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
七
つ
の
柱

ま
ち
づ
く
り
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
七
つ
の
柱

ま
ち
づ
く
り
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
七
つ
の
柱
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まちの将来像「袋井市総合計画」

６
新
た
な
産
業
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

農
業
・
工
業
・
商
業
の
融
合
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
に
よ
り
、
既
存
産
業
の
革
新
と
新
産
業
の
創
出

を
促
進
す
る
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
。

方
針
・
事
業

・
産
・
学
・
官
の
連
携
に
よ
る
新
産
業
を
創
出
す
る
た

め
の
組
織
づ
く
り

・
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
創
出

・
農
業
・
工
業
・
商
業
の
融
合
に
よ
る
新
商
品
の
開
発

・
農
業
技
術
経
営
能
力
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成

・
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
と
販
路
の

拡
大

・
企
業
団
地
の
整
備

７
次
代
を
担
う
人
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

心
ゆ
た
か
で
地
域
の
発
展
に
尽
く
す
人
を
育
て
る
。

方
針
・
事
業

・
幼
保
・
小
・
中
・
高
の
連
続
性
を
重
視
し
た
教
育
の

推
進

・
学
校
、
地
域
、
家
庭
に
お
け
る
徳
育
の
推
進

・
地
域
の
産
業
や
大
学
等
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
推
進

・
国
際
理
解
の
推
進
と
広
い
視
野
を
も
っ
た
人
材
の
育

成
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成

・
（
仮
称
）
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
の
整
備
　

市
民
ま
ち
づ
く
り
塾

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
」
発
表
会

◇
市
民
の
視
点
か
ら
総
合
計
画
づ
く
り
を
進

め
、
今
後
、
市
民
・
地
域
・
行
政
が
と
も

に
取
り
組
む
べ
き
ま
ち
づ
く
り
を
提

案
し
ま
す
。

日

11
月
23
日
(木)
勤
労
感
謝
の

日
時

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

所

中
央
公
民
館

◇
入
場
は
自
由
で
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
市
民
の
力
」
と
「
地
域
の
力
」
で

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
社
会
や
地
方
分
権
社
会
の
到

来
、
個
人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
に
よ

っ
て
、
今
後
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
、
自
ら
が
ま
ち
づ
く

り
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
行
動
力
が
必
要
で
す
。

今
後
は
、
総
合
計
画
の
目
的
や
目
標
を
皆
さ
ん
で
共
有
化
し
、「
市
民

の
力
」
と
、
自
然
や
歴
史
、
伝
統
文
化
な
ど
の
「
地
域
の
力
」
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
七
つ
の
柱

ま
ち
づ
く
り
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
七
つ
の
柱


